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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ－１）脂肪族共役ジエン系単量体を３０～７０質量％、
　（ａ－２）シアン化ビニル単量体を５～４０質量％、及び
　（ａ－３）エチレン性不飽和カルボン酸単量体を０．１～１０質量％
　含む単量体成分を乳化重合して得られる共重合体（Ａ）ラテックスに含有され、かつ、
数平均粒子径が５０～１００ｎｍである共重合体（Ａ）と、
　（ｂ－１）アミド基含有エチレン系不飽和単量体を７０質量％以上含む単量体成分を重
合して得られる重合体水溶液に含有される重合体（Ｂ）と、
を含有するとともに、
　前記共重合体（Ａ）及び前記重合体（Ｂ）の含有比が、質量比で９９．８：０．２～９
５：５である共重合体ラテックス組成物。
【請求項２】
　前記重合体（Ｂ）の重量平均分子量が、１，０００～５０，０００である請求項１に記
載の共重合体ラテックス組成物。
【請求項３】
　前記共重合体（Ａ）のガラス転移温度の少なくとも一点が、－１００～６０℃の範囲に
存在するとともに、前記共重合体（Ａ）の示差熱量曲線における転移領域中の最低温度Ｔ
１と最高温度Ｔ２との差（ΔＴ）が、３０℃以上である請求項１または２に記載の共重合
体ラテックス組成物。
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【請求項４】
　前記重合体（Ｂ）が、ポリアクリルアミドである請求項１～３のいずれか一項に記載の
共重合体ラテックス組成物。
【請求項５】
　請求項１～４いずれか一項に記載の共重合体ラテックス組成物を含有する紙塗工用組成
物。
【請求項６】
　請求項５に記載の紙塗工用組成物により形成した塗工層を有する塗工紙。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、共重合体ラテックス組成物、紙塗工用組成物、及び塗工紙に関し、更に詳し
くは、塗工紙の印刷適性を維持しつつ、上記紙塗工用組成物の塗工操業性のうち、特に、
ラテックスのベトツキ防止性、及びカラー洗浄性を良好にすることが可能な共重合体ラテ
ックス組成物、この共重合体ラテックス組成物を含有する紙塗工用組成物、及びこの紙塗
工用組成物により形成される塗工層を有する塗工紙に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カタログ、ポスター、美術誌等の雑誌には、その外観や印刷適性を改良するため
に、顔料とバインダーとを含有する紙塗工用組成物を紙（塗工原紙）に塗工した塗工紙が
用いている。そして、上記バインダーは、例えば、澱粉、ラテックスなどを含むものが一
般的であり、上記紙塗工用組成物は、バインダー中にラテックスを含有させることにより
、塗工紙を製造する際の塗工操業性が優れるとともに、得られる塗工紙の、印刷光沢、イ
ンク乾燥性、表面強度等の印刷適性が優れることが知られている。このような種々の特性
を有するラテックスを含有する組成物は、多くの報告がなされている（例えば、特許文献
１，２参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２７９３３６号公報
【特許文献２】特開２００１－１７２８９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１，２のラテックスは、ベトツキ防止性、カラー洗浄性等の塗
工操業性について以下のような問題があった。例えば、ロールコーターにおいて紙塗工用
組成物を紙に塗工する場合、塗工ロールにラテックスを含む紙塗工用組成物が固着してし
まうことがあった。また、種々のコーターで紙塗工用組成物を塗工した塗工紙を乾燥工程
に送る際のロール類にラテックスを含む紙塗工用組成物が付着してしまうという問題があ
った。特許文献１，２のラテックスは、上記問題点を有し、近年、塗工紙に求められてい
る印刷適性を維持しつつ、上記塗工操業性のうち、特に、ラテックスのベトツキ防止性、
及びカラー洗浄性を良好にするという点において未だ十分ではなかった。
【０００５】
　本発明は、このような従来技術の有する問題点に鑑みてなされたものであり、その課題
とするところは、印刷適性を維持しつつ、上記紙塗工用組成物の塗工操業性のうち、特に
、ラテックスのベトツキ防止性、及びカラー洗浄性を良好にすることが可能な共重合体ラ
テックス組成物、この共重合体ラテックス組成物を含有する紙塗工用組成物、及びこの紙
塗工用組成物により形成される塗工層を有する塗工紙を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは上記課題を達成すべく鋭意検討した結果、数平均粒子径が所定の範囲であ
り、所定量の単量体を含有する単量体成分を乳化重合させて得られる共重合体と、所定量
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の単量体を含有する単量体成分を重合させて得られる重合体と、を所定の含有比で有させ
ることによって、上記課題を達成することが可能であることを見出し、本発明を完成する
に至った。
【０００７】
　即ち、本発明によれば、以下に示す共重合体ラテックス組成物、紙塗工用組成物、及び
塗工紙が提供される。
【０００８】
［１］　（ａ－１）脂肪族共役ジエン系単量体を３０～７０質量％、（ａ－２）シアン化
ビニル単量体を５～４０質量％、及び（ａ－３）エチレン性不飽和カルボン酸単量体を０
．１～１０質量％含む単量体成分を乳化重合して得られる共重合体（Ａ）ラテックスに含
有され、かつ、数平均粒子径が５０～１００ｎｍである共重合体（Ａ）と、（ｂ－１）ア
ミド基含有エチレン系不飽和単量体を７０質量％以上含む単量体成分を重合して得られる
重合体水溶液に含有される重合体（Ｂ）と、を含有するとともに、前記共重合体（Ａ）及
び前記重合体（Ｂ）の含有比が、質量比で９９．８：０．２～９５：５である共重合体ラ
テックス組成物。
【０００９】
［２］　前記重合体（Ｂ）の重量平均分子量が、１，０００～５０，０００である前記［
１］に記載の共重合体ラテックス組成物。
【００１０】
［３］　前記共重合体（Ａ）のガラス転移温度の少なくとも一点が、－１００～６０℃の
範囲に存在するとともに、前記共重合体（Ａ）の示差熱量曲線における転移領域中の最低
温度Ｔ１と最高温度Ｔ２との差（ΔＴ）が、３０℃以上である前記［１］または［２］に
記載の共重合体ラテックス組成物。
【００１１】
［４］　前記重合体（Ｂ）が、ポリアクリルアミドである前記［１］～［３］のいずれか
に記載の共重合体ラテックス組成物。
【００１２】
［５］　前記［１］～［４］いずれかに記載の共重合体ラテックス組成物を含有する紙塗
工用組成物。
【００１３】
［６］　前記［５］に記載の紙塗工用組成物により形成した塗工層を有する塗工紙。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の共重合体ラテックス組成物は、この共重合体ラテックス組成物を含有する紙塗
工用組成物により形成した塗工層を備えた塗工紙における印刷適性を維持しつつ、上記紙
塗工用組成物の塗工操業性のうち、特に、ラテックスのベトツキ防止性、及びカラー洗浄
性を良好にすることが可能であるという効果を奏するものである。
【００１５】
　本発明の紙塗工用組成物は、この紙塗工用組成物により形成した塗工層を備えた塗工紙
における印刷適性を維持しつつ、塗工操業性のうち、特に、ラテックスのベトツキ防止性
、及びカラー洗浄性が良好であるという効果を奏するものである。
【００１６】
　本発明の塗工紙は、印刷適性を維持しつつ、この塗工紙を製造する際の塗工操業性、特
に、ラテックスのベトツキ防止性、及びカラー洗浄性が良好であるという効果を奏するも
のである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の最良の形態について説明するが、本発明は以下の実施の形態に限
定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、当業者の通常の知識に基づい
て、以下の実施の形態に対し適宜変更、改良等が加えられたものも本発明の範囲に入るこ
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とが理解されるべきである。
【００１８】
［１］共重合体ラテックス組成物：
　本発明の共重合体ラテックス組成物は、（ａ－１）脂肪族共役ジエン系単量体（以下、
「（ａ－１）単量体」と記す場合がある）を３０～７０質量％、（ａ－２）シアン化ビニ
ル単量体（以下、「（ａ－２）単量体」と記す場合がある）を５～４０質量％、及び（ａ
－３）エチレン性不飽和カルボン酸単量体（以下、「（ａ－３）単量体」と記す場合があ
る）を０．１～１０質量％含む単量体成分を乳化重合して得られる共重合体（Ａ）ラテッ
クスに含有され、かつ、数平均粒子径が５０～１００ｎｍである共重合体（Ａ）と、（ｂ
－１）アミド基含有エチレン系不飽和単量体を７０質量％以上含む単量体成分を重合して
得られる重合体水溶液に含有される重合体（Ｂ）と、を含有するとともに、上記共重合体
（Ａ）及び上記重合体（Ｂ）の含有比が、質量比で９９．８：０．２～９５：５であるも
のである。
【００１９】
　このような共重合体ラテックス組成物により、塗工紙における印刷適性を維持しつつ、
上記紙塗工用組成物の塗工操業性のうち、特に、ラテックスのベトツキ防止性、及びカラ
ー洗浄性を良好にすることができる。
【００２０】
　上記共重合体（Ａ）と上記重合体（Ｂ）との含有比は、質量比で、９９．８：０．２～
９５：５であり、９９．７：０．３～９６：４であることが好ましく、９９．５：０．５
～９７：３であることが更に好ましい。上記含有比が９９．８：０．２の範囲外である場
合、即ち、重合体（Ｂ）の含有比が０．２未満であると、物性（特に、ラテックスのベト
ツキ防止性、及びカラー洗浄性）の向上の程度が小さい傾向がある。一方、上記含有比が
９５：５の範囲外である場合、即ち、重合体（Ｂ）の含有比が５超であると、紙塗工用組
成物の粘度が高くなり過ぎ、操業性低下するおそれがある。
【００２１】
　共重合体（Ａ）と重合体（Ｂ）との合計量は、共重合体ラテックス組成物に対して、３
０～７０質量％であることが好ましく、４０～６０質量％であることが更に好ましい。上
記合計量が３０質量％未満であると、共重合体ラテックス組成物を含有してなる紙塗工用
組成物の固形分が低くなり過ぎて取り扱いが困難になるおそれがある。一方、７０質量％
超であると、共重合体ラテックス組成物の粘度が高くなり過ぎて取り扱いが困難になるお
それがある。
【００２２】
［１－１］共重合体（Ａ）：
　共重合体（Ａ）は、上記（ａ－１）～（ａ－３）単量体を含む単量体成分（以下、「第
一の単量体成分」と記す場合がある）を乳化重合して得られる共重合体（Ａ）ラテックス
に含有されるものであり、その数平均粒子径が５０～１００ｎｍである。このような共重
合体（Ａ）により、塗工時の高速流動性に優れ、また、塗工紙の表面強度等の印刷適性に
優れるという利点がある。
【００２３】
　共重合体（Ａ）の数平均粒子径は、５０～１００ｎｍであり、５５～９５ｎｍであるこ
とが好ましく、６０～９０ｎｍであることが好ましい。上記数平均粒子径が、５０ｎｍ未
満であると、共重合体（Ａ）ラテックスの粘度が高くなり過ぎ、作業性が低下するおそれ
がある。一方、１００ｎｍ超であると、表面強度、白紙光沢、印刷光沢などの印刷適正が
低下するおそれがある。ここで、本明細書において、「数平均粒子径」とは、光散乱分析
法により測定して得られる値のことである。この数平均粒子径は、例えば、大塚電子社製
の粒子径測定装置「ＦＰＲＡ－１０００（商品名）」によって測定することができる。
【００２４】
　なお、共重合体（Ａ）は、そのガラス転移温度の少なくとも一点が、－１００～６０℃
の範囲に存在することが好ましく、－８０～５５℃であることが更に好ましく、－７０～
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５０℃であることが特に好ましい。上記ガラス転移温度が－１００℃未満であると、ベト
ツキ防止性が良好に発揮されないおそれがある。一方、６０℃超であると、共重合体（Ａ
）が硬くなり過ぎるため、バインダーとして塗工原紙に対する接着強度が不十分になるお
それがある。ここで、本明細書において、「ガラス転移温度」とは、共重合体（Ａ）を含
有する共重合体（Ａ）ラテックスを１００℃で２０時間真空乾燥を行ってフィルムを作製
し、この乾燥フィルムのガラス転移温度（Ｔｇ）を、示差走査熱量計（「ＤＳＣ６１００
」、セイコーインスツルメンツ社製）を用いて、ＡＳＴＭ法に準じて測定した値のことで
ある。
【００２５】
　また、共重合体（Ａ）は、その示差熱量曲線における転移領域中の最低温度Ｔ１と最高
温度Ｔ２との差（ΔＴ）が、３０℃以上であることが好ましく、３５～１５０℃であるこ
とが更に好ましく、４０～１００℃であることが特に好ましい。上記差（ΔＴ）が３０℃
未満であると、広範な印刷速度範囲において印刷適正を高レベルに維持することが困難に
なるため、充分な印刷速度範囲が確保できなくなるおそれがある。また、塗工紙の表面強
度及び耐衝撃性が低下し、高速印刷における変形速度の大きい、衝撃的な変形に対して耐
えられなくなるおそれがある。即ち、塗工紙の強度が低下するおそれがある。
【００２６】
　ここで、本明細書において、「示差熱量曲線」とは、共重合体（Ａ）をサンプルとして
示差走査熱量計（例えば、セイコーインスツルメンツ社製の「ＤＳＣ６１００」）でガラ
ス転移温度を測定したときに得られる曲線であり、「示差熱量曲線における転移領域」と
は、示差熱量曲線におけるガラス転移領域であって、その範囲は、上記示差熱量曲線（［
温度］－［電力／時間］曲線）において、［電力／時間］の値が変化し始める温度から、
［電力／時間］の値の一連の変化が終わる温度までを示す。
【００２７】
　別言すると、転移領域は、一定の温度領域にわたって幅広く広がった状態となるときの
温度領域を意味する。この転移領域は、示差熱量曲線の微分曲線（［温度］－［電力／時
間］曲線）の上記温度領域において、転移領域のピーク部分（先端部分）の形状が、三角
形の頂点部分のような形状ではなく、台形の上底のような幅広いピーク形状となったもの
である。
【００２８】
　このように、転移領域が幅広く広がった状態になる場合には、ＡＳＴＭ法に準じたガラ
ス転移温度は複数観測できず、示差熱量曲線におけるガラス転移を示す領域全体が、ガラ
ス転移領域（転移領域）としてとらえられる。
【００２９】
　上記示差熱量曲線が得られる共重合体（Ａ）ラテックスに含有される共重合体（Ａ）は
、ガラス転移温度の異なる複数のポリマーから構成され、それぞれのガラス転移温度が連
続的に並ぶように構成されていると考えられる。
【００３０】
　共重合体（Ａ）は、そのトルエン不溶分が、５０％以上であることが好ましく、７０％
以上であることが更に好ましく、８０～９９％であることが特に好ましい。上記トルエン
不溶分が５０％未満であると、ラテックスのベトツキ防止性、及びカラー洗浄性が低下す
るおそれがある。ここで、本明細書において「トルエン不溶分」とは、共重合体（Ａ）ラ
テックスをイソプロパノールで凝固させて凝固物を得、得られた凝固物をトルエンに浸漬
した後に得られる残存凝固物の量の、上記共重合体（Ａ）ラテックスの全固形分に対する
割合（％）をいう。
【００３１】
　上記第一の単量体成分は、（ａ－１）脂肪族共役ジエン系単量体、（ａ－２）シアン化
ビニル単量体、及び（ａ－３）エチレン性不飽和カルボン酸単量体を所定量含む成分であ
り、これらの単量体以外に、これらの単量体と共重合可能な、第一のその他の単量体（以
下、「（ａ－４）単量体」と記す場合がある）を含むことができる。
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【００３２】
［１－１－１］（ａ－１）脂肪族共役ジエン系単量体：
　（ａ－１）脂肪族共役ジエン系単量体とは、直鎖状または分岐状であり、置換され、ま
たは置換されていない脂肪族共役ジエン単量体である。このような単量体としては、例え
ば、１，３－ブタジエン、イソプレン、２－クロロ－１，３－ブタジエン、クロロプレン
、２－メチル－１，３－ブタジエン、２，３－ジメチル－１，３－ブタジエン等を挙げる
ことができる。これらの中でも、１，３－ブタジエンが好ましい。なお、これらは、単独
でまたは２種以上を使用することができる。
【００３３】
　（ａ－１）単量体の含有量は、第一の単量体成分全体に対して、３０～７０質量％であ
り、３３～６０質量％であることが好ましく、３５～５５質量％であることが更に好まし
い。（ａ－１）単量体の含有量が、３０質量％未満であると、共重合体（Ａ）ラテックス
が硬くなり過ぎるため、バインダーとして塗工原紙に対する接着強度が不十分になるおそ
れがある。一方、（ａ－１）単量体の含有量が、７０質量％超であると、紙塗工用組成物
により形成される塗工層が、柔らかくなり過ぎるため、ベトツキ防止性が不十分になるお
それがある。
【００３４】
［１－１－２］（ａ－２）シアン化ビニル単量体：
　（ａ－２）シアン化ビニル単量体としては、例えば、アクリロニトリル、メタクリロニ
トリル、α－クロロアクリロニトリル、シアン化ビニリデン等を挙げることができる。こ
れらの中でも、アクリロニトリルが好ましい。
【００３５】
　（ａ－２）単量体の含有量は、第一の単量体成分全体に対して、５～４０質量％であり
、１０～３５質量％であることが好ましく、１５～３３質量％であることが更に好ましい
。（ａ－２）単量体の含有量が、５質量％未満であると、耐インク溶剤性が低下するため
、印刷光沢が低下するおそれがある。一方、（ａ－２）単量体の含有量が、４０質量％超
であると、共重合体（Ａ）ラテックスが硬くなり過ぎるため、バインダーとして塗工原紙
に対する接着強度が不十分になるおそれがある。
【００３６】
［１－１－３］（ａ－３）エチレン性不飽和カルボン酸単量体：
　（ａ－３）エチレン性不飽和カルボン酸単量体としては、例えば、アクリル酸、メタク
リル酸、フマル酸、マレイン酸、イタコン酸等を挙げることができる。なお、これらは、
単独でまたは２種以上を使用することができる。
【００３７】
　（ａ－３）単量体の含有量は、第一の単量体成分全体に対して、０．１～１０質量％で
あり、０．７～７質量％であることが好ましく、１～５質量％であることが更に好ましい
。（ａ－３）単量体の含有量が、０．１質量％未満であると、重合安定性、及び分散安定
性が低下するおそれがある。一方、（ａ－３）単量体の含有量が、１０質量％超であると
、共重合体（Ａ）ラテックスの粘度が高くなり過ぎ、作業性が低下するおそれがある。
【００３８】
［１－１－４］第一のその他の単量体：
　（ａ－４）単量体としては、（ａ－１）～（ａ－３）単量体以外の単量体であって、（
ａ－１）～（ａ－３）単量体と共重合可能なものであれば特に制限はなく、例えば、芳香
族ビニル単量体、アルキル（メタ）アクリレート、酢酸ビニル、水酸基を有する単量体等
を挙げることができる。
【００３９】
　これらのうち、芳香族ビニル単量体としては、例えば、スチレン、α－メチルスチレン
、ｐ－メチルスチレン、ビニルトルエン、クロルスチレン等が挙げられ、特にスチレンが
好ましい。アルキル（メタ）アクリレートとしては、例えば、メチル（メタ）アクリレー
ト、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アク
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リレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、
ベンジル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）ア
クリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、２－シアノエチル（メタ）アクリレー
ト等が挙げられ、特にメチルメタクリレートが好ましい。また、水酸基を有する単量体と
しては、例えば、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエチルメタアクリレート等
が挙げられる。これらは単独で用いてもよいし、２種以上を使用してもよい。
【００４０】
　（ａ－４）単量体の含有量は、第一の単量体成分全体に対して、０～６４．９質量％で
あることが好ましい。（ａ－４）単量体の含有量が、６４．９質量％超であると、表面強
度、白紙光沢、印刷光沢などの印刷適正が低下するおそれがある。なお、第一の単量体成
分は、（ａ－１）～（ａ－４）単量体の含有量の合計が１００質量％である。
【００４１】
　上記共重合体（Ａ）ラテックスは、上述した第一の単量体成分を乳化重合して得ること
ができる。前記乳化重合は、公知の方法により行うことができる。例えば、第一の単量体
成分を含む水性媒体中に、乳化剤、重合開始剤、分子量調節剤、キレート化剤、無機電解
質等を添加して行う。重合温度としては、２０～６０℃が好ましく、２５～６０℃が更に
好ましく、３０～６０℃が特に好ましい。また、重合時間は、８～３０時間が好ましく、
１０～２５時間が更に好ましい。
【００４２】
　乳化剤としては、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、両性界面活性剤など
を挙げることができる。なお、これらは単独でまたは２種以上を併用することもできる。
アニオン性界面活性剤としては、例えば、高級アルコールの硫酸エステル、アルキルベン
ゼンスルホン酸塩、脂肪族スルホン酸塩、ポリエチレングリコールアルキルエーテルの硫
酸エステルなどを挙げることができる。ノニオン性界面活性剤としては、通常のポリエチ
レングリコールのアルキルエステル型、アルキルエーテル型、アルキルフェニルエーテル
型などを挙げることができる。両性界面活性剤としては、アニオン部分として、カルボン
酸塩、硫酸エステル塩、スルホン酸塩、燐酸エステル塩を含有し、カチオン部分として、
アミン塩、第４級アンモニウム塩を含有するものなどを挙げることができる。具体的には
、ラウリルベタイン、ステアリルベタインなどのベタイン類、ラウリル－β－アラニン、
ステアリル－β－アラニン、ラウリルジ（アミノエチル）グリシン、オクチルジ（アミノ
エチル）グリシンなどのアミノ酸タイプの両性界面活性剤などを挙げることができる。
【００４３】
　重合開始剤としては、過硫酸ナトリウム、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウムなどの
水溶性重合開始剤、過酸化ベンゾイル、ラウリルパーオキサイド、２，２’－アゾビスイ
ソブチロニトリルなどの油溶性重合開始剤、還元剤との組み合わせによるレドックス系重
合開始剤などを挙げることができる。これらは単独でまたは２種以上を併用することもで
きる。
【００４４】
　分子量調節剤としては、クロロホルム、四臭化炭素などのハロゲン化炭化水素類、ｎ－
ヘキシルメルカプタン、ｎ－オクチルメルカプタン、ｎ－ドデシルメルカプタン、ｔ－ド
デシルメルカプタン、メルカプト酢酸、メルカプトプロピオン酸などのメルカプタン類、
ジメチルキサントゲンジサルファイド、ジイソプロピルキサントゲンジサルファイドなど
のキサントゲン類、ターピノーレン、α－メチルスチレンダイマー、１，１－ジフェニル
エチレンなど通常の乳化重合で使用可能なものを使用することができる。なお、これらの
中では、難水溶性のメルカプタン系分子量調節剤であるｔ－ドデシルメルカプタンなどを
使用することが好ましい。
【００４５】
［１－２］重合体（Ｂ）：
　重合体（Ｂ）は、（ｂ－１）アミド基含有エチレン系不飽和単量体を７０質量％以上含
む単量体成分（以下、「第二の単量体成分」と記す場合がある）を重合して得られる重合
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体水溶液に含有されるものである。上記重合体（Ｂ）としては、具体的には、ポリアクリ
ルアミドであることが好ましい。
【００４６】
　また、重合体（Ｂ）の重量平均分子量は、１，０００～５０，０００であることが好ま
しく、１，０００～４０，０００であることが更に好ましく、２，０００～３０，０００
であることが特に好ましい。上記重量平均分子量が、１，０００未満であると、ラテック
スのベトツキ防止性、及びカラー洗浄性の効果が得られなくなるおそれがある。一方、５
０，０００超であると、紙塗工用組成物の粘度（カラー粘度）が高くなりすぎ、作業性が
低下するおそれがある。
【００４７】
　第二の単量体成分は、（ｂ－１）アミド基含有エチレン系不飽和単量体を所定量含むで
あり、この（ｂ－１）単量体以外に、（ｂ－１）単量体と共重合可能な、（ｂ－１）単量
体以外のその他の単量体（以下、「（ｂ－２）単量体」と記す場合がある）を含むもので
あってもよい。
【００４８】
［１－２－１］（ｂ－１）アミド基含有エチレン系不飽和単量体：
　（ｂ－１）アミド基含有エチレン系不飽和単量体としては、例えば、アクリルアミド、
メタクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、
Ｎ，Ｎ－ジメチルアミンプロピル（メタ）アクリルアミド等を挙げることができる。これ
らの中でも、アクリルアミド、メタクリルアミドが好ましい。なお、これらは、単独でま
たは２種以上を使用することができる。
【００４９】
　（ｂ－１）単量体の含有量は、第一の単量体成分全体に対して、７０質量％以上であり
、８０～１００質量％であることが好ましく、９０～１００質量％であることが更に好ま
しい。（ｂ－１）単量体の含有量が、７０質量％未満であると、紙塗工用組成物の粘度が
高くなり過ぎ、操業性が低下するおそれがある。
【００５０】
［１－２－２］第二のその他の単量体：
　（ｂ－２）単量体としては、（ｂ－１）単量体以外の単量体であって、（ｂ－１）単量
体と共重合可能なものであれば特に制限はなく、例えば、エチレン性不飽和カルボン酸単
量体、芳香族ビニル単量体、アルキル（メタ）アクリレート、酢酸ビニル、水酸基を有す
る単量体等を挙げることができる。
【００５１】
　これらのうち、エチレン性不飽和カルボン酸単量体としては、例えば、アクリル酸、メ
タクリル酸、フマル酸、マレイン酸、イタコン酸等を挙げることができる。芳香族ビニル
単量体としては、スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレン、ビニルトルエン
、クロルスチレン等が挙げることができる。アルキル（メタ）アクリレートとしては、例
えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）ア
クリレート、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、
オクチル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アク
リレート、ステアリル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、２－
シアノエチル（メタ）アクリレート等が挙げることができる。また、水酸基を有する単量
体としては、例えば、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシエチルメタアクリレー
ト等が挙げられる。これらは単独で用いてもよいし、２種以上を使用してもよい。
【００５２】
　（ｂ－２）単量体の含有量は、第二の単量体成分全体に対して、０～３０質量％である
ことが好ましく、０～２０質量％であることが更に好ましく、０～１０質量％であること
が特に好ましい。（ｂ－２）単量体の含有量が、３０質量％超であると、表面強度、白紙
光沢、印刷光沢などの印刷適正が低下するおそれがある。なお、第二の単量体成分は、（
ｂ－１）単量体及び（ｂ－２）単量体の含有量の合計が１００質量％である。
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【００５３】
［１－２－３］重合体（Ｂ）の製造：
　重合体（Ｂ）は、例えば、水溶液重合、乳化重合、塊状重合、懸濁重合、固相重合等の
公知の重合方法により製造することができる。具体的には、水溶液重合により重合体（Ｂ
）を合成する場合には、（ｂ－１）アミド基含有エチレン系不飽和単量体を所定量含む水
性媒体中に、重合開始剤、分子量調節剤、キレート化剤、無機電解質等を添加し、重合反
応を行って重合体水溶液を得、得られた重合体水溶液を乾燥させることにより製造するこ
とができる。重合温度としては、３０～１２０℃が好ましく、４０～１１０℃が更に好ま
しく、５０～１００℃が特に好ましい。また、重合時間は、１５時間以内が好ましく、１
～１０時間が更に好ましい。なお、本発明の共重合体ラテックス組成物は、重合体水溶液
を乾燥させて得られる重合体（Ｂ）を用いても良いし、重合によって得られる重合体水溶
液を用いても良い。
【００５４】
　乳化剤、重合開始剤、キレート化剤、無機電解質等は、上述した共重合体（Ａ）ラテッ
クスの合成方法と同様のものを好適に用いることができる。
【００５５】
　分子量調節剤としては、クロロホルム、四臭化炭素などのハロゲン化炭化水素類、ｎ－
ヘキシルメルカプタン、ｎ－オクチルメルカプタン、ｎ－ドデシルメルカプタン、ｔ－ド
デシルメルカプタン、メルカプト酢酸、メルカプトプロピオン酸などのメルカプタン類、
ジメチルキサントゲンジサルファイド、ジイソプロピルキサントゲンジサルファイドなど
のキサントゲン類、ターピノーレン、α－メチルスチレンダイマー、１，１－ジフェニル
エチレンなど通常の乳化重合で使用可能なものを使用することができる。なお、これらの
中では、水溶性のメルカプタン系分子量調節剤であるメルカプトプロピオン酸などを使用
することが好ましい。
【００５６】
［２］紙塗工用組成物：
　本発明の紙塗工用組成物は、上述した共重合体ラテックス組成物を含有するものである
。そのため、本発明の紙塗工用組成物は、この紙塗工用組成物により形成した塗工層を備
えた塗工紙における印刷適性を維持しつつ、塗工操業性のうち、特に、ラテックスのベト
ツキ防止性、及びカラー洗浄性が良好であるという利点がある。なお、本発明の紙塗工用
組成物に含有される共重合体ラテックス組成物は、紙塗工用組成物を塗工原紙に塗工した
際に、バインダーとして機能するものである。
【００５７】
　バインダーとして機能するものとしては、上記共重合体ラテックス組成物以外に、澱粉
、カゼイン、大豆蛋白等を挙げることができる。本発明の紙塗工用組成物は、これら共重
合体ラテックス組成物以外のバインダーを含有してもよい。共重合体ラテックス組成物以
外のバインダーの中では、澱粉が好ましい。なお、これらのバインダーは単独でまたは２
種以上を併用することもできる。また、上記澱粉としては、燐酸エステル化澱粉、ヒドロ
キシエチルエーテル化澱粉、酸化澱粉、酵素変性澱粉等の加工澱粉を使用することができ
る。
【００５８】
　また、本発明の紙塗工用組成物は、上記バインダー以外に、顔料、耐水性改良剤、顔料
分散剤、粘度調節剤、着色顔料、蛍光染料、及びｐＨ調節剤等の、一般に使用される種々
の添加剤を任意に配合することができる。
【００５９】
　顔料としては、カオリン、重質炭酸カルシウム、軽質炭酸カルシウム、二酸化チタン、
水酸化アルミニウム、サチンホワイト等を挙げることができる。これらの中でも、重質炭
酸カルシウムが好ましく、カオリンと重質炭酸カルシウムとを併用することも好ましい。
なお、これらは単独でまたは２種以上を併用することもできる。
【００６０】
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　本発明の紙塗工用組成物に含有される共重合体ラテックス組成物（固形分）は、その含
有量が、顔料１００質量部に対して、２～２０質量部であることが好ましく、３～１５質
量部であることが更に好ましく、４～１２質量部であることが特に好ましい。２質量部未
満であると、表面強度や印刷光沢が低下するおそれがある。一方、２０質量部超であると
、カラー洗浄性が低下するおそれがある。
【００６１】
　なお、本発明の紙塗工用組成物に、更に顔料を含有させる場合、顔料と共重合体ラテッ
クス組成物との合計量（固形分）は、紙塗工用組成物（固形分）の総量に対して、９０質
量％以上であることが好ましく、９５～１００質量％であることが更に好ましい。
【００６２】
［３］塗工紙：
　本発明の塗工紙は、上述した紙塗工用組成物により形成した塗工層を有するものである
。このような塗工紙は、印刷適性を維持しつつ、この塗工紙を製造する際の塗工操業性、
特に、ラテックスのベトツキ防止性、及びカラー洗浄性が良好であるという利点がある。
【００６３】
　本発明の塗工紙の塗工層は、上述した紙塗工用組成物を塗工液として用い、公知の方法
により塗工原紙に塗布して（塗工工程）得られるものである。また、塗工液の塗布量は、
１～５０ｇ／ｍ２であることが好ましい。１ｇ／ｍ２未満であると、白紙光沢、及び印刷
光沢が低下するおそれがある。一方、５０ｇ／ｍ２超であると、コストに対して品質の向
上が小さくなる傾向がある。即ち、コストと品質のバランスが良好でなくなるおそれがあ
る。
【００６４】
　上記塗工原紙は、特に限定されるものではなく、紙塗工用組成物を塗工した場合に、得
られる塗工紙が、従来有する程度の印刷適性を発現するものであればよい。そして、塗工
原紙の原料パルプの種類も、特に限定されるものではなく、例えば、機械パルプ、化学パ
ルプ、古紙パルプ（ＤＩＰ）等を挙げることができる。なお、塗工原紙は、内添剤として
炭酸カルシウム、クレー及びタルク等の顔料、アルキルケテンダイマー、ロジン酸石鹸及
び硫酸バンド等のサイズ剤、カチオン澱粉及びポリアクリルアミド等の紙力増強剤、並び
に嵩高剤等を使用することもできる。また、塗工原紙の表面には、サイズプレス、ゲート
ロールコーター、メータードサイズプレス等を使用して、アクリルアミド、アクリル－ス
チレンポリマー等の表面サイズ剤を塗布することもできる。
【００６５】
　紙塗工用組成物を塗工原紙に塗布する公知の方法としては、例えば、ブレードコーター
、エアーナイフコーター、バーコーター、ゲートロールコーター、チャンプレックスコー
ター、サイズプレスコーター、グラビアコーター、カーテンコーター等を使用して塗工す
る方法などが挙げられる。
【００６６】
　なお、上記塗工工程によって未乾燥塗工紙を作製した後、作製した未乾燥塗工紙を乾燥
させる乾燥工程を行うことが好ましい。また、上記乾燥工程後、更に、カレンダー工程を
行ってもよい。カレンダー工程において、カレンダー処理を行うことによって、得られる
塗工紙の白紙光沢及び印刷光沢を充分に引き出すことができるという利点がある。なお、
上述した各工程以外に、適宜所望の工程を行ってもよい。
【００６７】
　本発明の塗工紙は、枚葉オフセット印刷用、及び輪転オフセット印刷用として特に好適
に使用することができる。また、その他の平版印刷用、グラビア印刷等の凹版印刷用、及
び凸版印刷用としても使用することができる。
【実施例】
【００６８】
　以下、本発明を実施例に基づいて具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に限定
されるものではない。なお、実施例、比較例中の「部」及び「％」は、特に断らない限り
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質量基準である。
【００６９】
（合成例１）
　共重合体（Ａ）を含有する共重合体（Ａ）ラテックスの合成方法について説明する。共
重合体（Ａ）ラテックスは、以下に示す方法により乳化重合を行い、合成した。まず、水
１００部、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム１．０部、過硫酸カリウム２．０、亜
硫酸水素ナトリウム０．２２部、硫酸第一鉄７水塩０．００６６部、（ａ－１）脂肪族共
役ジエン系単量体としてブタジエン５．４部、スチレン２．８４部、（ａ－２）シアン化
ビニル単量体としてアクリロニトリル２．５部、（ａ－３）エチレン性不飽和カルボン酸
単量体としてイタコン酸０．１８７５部、及びｔ－ドデシルメルカプタン０．０３８５部
（以上を「１段目成分」と記す場合がある）を仕込み、窒素で重合系内を置換した。その
後、重合系内の温度を４０℃に昇温し、この温度で１．５時間重合を行った。
【００７０】
　次いで、ブタジエン２８．０部、スチレン７．２５部、アクリロニトリル１０．５部、
（ａ－３）エチレン性不飽和カルボン酸単量体アクリル酸０．３７５部、α－メチルスチ
レンダイマー０．６部、ｔ－ドデシルメルカプタン０．１５６２部、及び亜硫酸水素ナト
リウム０．０９７５部（以上を「２段目成分」と記す場合がある）を７時間かけて連続的
に重合系内に添加し、重合を行った。
【００７１】
　更に、ブタジエン３．７部、スチレン１３．５８７５部、アクリロニトリル６．０部、
イタコン酸０．１８７５部、ｔ－ドデシルメルカプタン０．０８０３部、及び亜硫酸水素
ナトリウム０．０７５部（以上を「３段目成分」と記す場合がある）を２時間かけて連続
的に重合系内に添加した。その後、重合系内の温度を５５℃に昇温した。
【００７２】
　その後、ブタジエン４．１５部、アクリロニトリル８．０部、メチルメタクリレート５
．０部、アクリル酸０．３７５部、イタコン酸０．６２５部、（ａ－３）エチレン性不飽
和カルボン酸単量体としてメタクリル酸１．１２５部、α－メチルスチレンダイマー０．
１部、ｔ－ドデシルメルカプタン０．２２部、及び亜硫酸水素ナトリウム０．４部（以上
を「４段目成分」と記す場合がある）のうち、亜硫酸水素ナトリウムを除く成分は２時間
かけて、亜硫酸水素ナトリウムは３．５時間かけて連続的に重合系内に添加して共重合体
（Ａ）ラテックスを得た。最終的な重合転化率は９８％であった。
【００７３】
　得られた共重合体（Ａ）ラテックスを、水酸化ナトリウムを用いてｐＨ７．５に調整し
た後、水蒸気を吹き込んで未反応単量体を除去し、更に加熱水蒸気蒸留を行った。このよ
うにして、共重合体（Ａ）を含有する共重合体（Ａ）ラテックス（固形分濃度５２％）を
得た。
【００７４】
　得られた共重合体（Ａ）ラテックス中の共重合体（Ａ）の数平均粒子径、トルエン不溶
分、ガラス転移温度、示差熱量曲線における転移領域の最低／最高温度の差ΔＴについて
、以下に示す方法により測定した。
【００７５】
［数平均粒子径］：
　共重合体（Ａ）ラテックス中の共重合体（Ａ）の数平均粒子径は、粒子径測定装置（Ｆ
ＰＡＲ－１０００：大塚電子社製）を用いて測定した。
【００７６】
［トルエン不溶分］：
　共重合体（Ａ）ラテックスをｐＨ８．０に調整した後、イソプロパノールで凝固させて
凝固物を得た。この凝固物を洗浄、乾燥した後、所定量（約０．０３ｇ）の試料を所定量
（１００ｍｌ）のトルエンに２０時間浸漬した。その後、１２０メッシュの金網でろ過し
、金網に残存した凝固物（残存凝固物）の量を測定した。その後、共重合体（Ａ）ラテッ
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エン不溶分（％）とした。
【００７７】
［ガラス転移温度（Ｔｇ）］：
　共重合体（Ａ）ラテックスを１００℃で２０時間真空乾燥を行い、フィルムを作製した
。この乾燥させたフィルムについて、示差走査熱量計（「ＤＳＣ６１００」、セイコーイ
ンスツルメンツ社製）を用いてＡＳＴＭ法に準じてガラス転移温度（Ｔｇ）を測定した。
この測定値を共重合体（Ａ）のガラス転移温度（Ｔｇ）とした。
【００７８】
［示差熱量曲線］：
　共重合体（Ａ）ラテックスに含まれる共重合体（Ａ）について、示差走査熱量計（「Ｄ
ＳＣ６１００」、セイコーインスツルメンツ社製）を用い、ＡＳＴＭ法に準じて示差熱量
曲線を測定した。この示差熱量曲線により、共重合体（Ａ）の転移領域を決定し、この転
移領域中の最低温度Ｔ１と最高温度Ｔ２との差（ΔＴ）（℃）を算出した。なお、表２中
、「（ΔＴ）（℃）」と示す。
【００７９】
　本合成例の共重合体（Ａ）ラテックスに含有される共重合体（Ａ）は、数平均粒子径が
８０ｎｍ、トルエン不溶分が９１．５％、ガラス転移温度が－２０℃、示差熱量曲線にお
ける転移領域中の最低／最高温度の差（ΔＴ）が６７℃であった。
【００８０】
（合成例２～４）
　攪拌装置及び温度調節機を備えた耐圧反応容器に、１段目成分を仕込み、窒素で重合系
内を置換した。その後、重合系内の温度を４５℃に昇温し、この温度で２．５時間重合を
行った。次いで、２段目成分を２時間かけて連続的に重合系内に添加し、重合を行った。
更に、３段目成分を４時間かけて連続的に重合系内に添加した。その後、重合系内の温度
を５０℃に昇温し、亜硫酸水素ナトリウムを除く４段目成分を２．５時間かけて、亜硫酸
水素ナトリウムは５時間かけて連続的に重合系内に添加して共重合体（Ａ）ラテックスを
得た。最終的な重合転化率は、それぞれ９８％であった。
【００８１】
　得られた共重合体（Ａ）ラテックスを、水酸化ナトリウムを用いてｐＨ７．５に調整し
た後、水蒸気を吹き込んで未反応単量体を除去し、更に加熱水蒸気蒸留を行った。このよ
うにして、合成例２～４の共重合体（Ａ）を含有する共重合体（Ａ）ラテックス（いずれ
も、固形分濃度５２％）を得た。なお、それぞれの配合量を表１，２に示す。
【００８２】
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【００８３】
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【表２】

【００８４】
　得られた共重合体（Ａ）ラテックス中の共重合体（Ａ）は、数平均粒子径、トルエン不
溶分、ガラス転移温度、示差熱量曲線における転移領域の最低／最高温度の差ΔＴを測定
した。測定結果は表２に示す。
【００８５】
（合成例５）
　重合体（Ｂ）を含有する重合体水溶液の合成方法について説明する。まず、攪拌装置及
び温度調節機を備えた耐圧反応容器に、水１５０部、過硫酸カリウム８．０部を仕込み、
窒素で重合系内を置換した。その後、重合系内の温度を７５℃に昇温し、（ｂ－１）アミ
ド基含有エチレン系不飽和単量体としてアクリルアミド１００部、メルカトプロピオン酸
２．０部、及び亜硫酸水素ナトリウム２．０部を連続的に重合系内に添加し、重合を行っ
た。なお、亜硫酸水素ナトリウム以外の成分（アクリルアミド、メルカプト酢酸）は、２
．５時間かけて連続的に添加し、亜硫酸水素ナトリウムは、３時間かけて連続的に添加し
た。重合後、重合系内の温度を７５℃に保持し、１時間攪拌して重合体水溶液を得た。最
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【００８６】
　得られた重合体水溶液を、水酸化ナトリウムを用いてｐＨ７．０に調整し、重合体（Ｂ
）を含有する重合体水溶液（固形分濃度２６％）を得た。この重合体水溶液を使用し、重
合体水溶液中の重合体（Ｂ）について、以下の条件で重量平均分子量を測定した。その結
果、本合成例の重合体（Ｂ）の重量平均分子量は、５，０００であった。
【００８７】
［重量平均分子量］：
　重量平均分子量は、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）測定装置「Ｌ
Ｃ　Ｍｏｄｕｌｅ　１　ｐｌｕｓ」（Ｗａｔｅｒｓ社製）を用いて下記条件により測定し
た。なお、測定に際しては、分子量既知のポリエチレングリコール標準物質を用いて、予
め検量線を作成し、これを用いた。
【００８８】
（ＧＰＣ測定条件）
　カラム；水系ＧＰＣカラム「α－２５００」（東ソー社製）
　検出器；示差屈折率計
　温度；４０℃
　溶離液；０．１Ｍ　ＮａＣｌ水溶液／アセトニトリル＝８０／２０（Ｖ／Ｖ）
　試料濃度；０．２質量％
　注入量；１００μｌ
【００８９】
（合成例６～１３）
　表３に示す配合処方とした以外は、合成例５と同様にして合成例６～１３の重合体水溶
液を合成した。なお、合成例２～９において最終的な重合転化率は、全て、９８％以上で
あった。得られた合成例６～１３の重合体水溶液に含有される重合体（Ｂ）について、重
量平均分子量を測定した。その測定結果を表３に示す。
【００９０】
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【表３】

【００９１】
（実施例１）
［共重合体ラテックス組成物の調製］
　合成例１の共重合体（Ａ）ラテックス１００部、合成例５の重合体水溶液３部を混合し
、これらのラテックスに含有される、共重合体（Ａ）と重合体（Ｂ）との含有比が、質量
比で９８．５：１．５である共重合体ラテックス組成物を調製した。調製した共重合体ラ
テックス組成物について、以下に示す方法により、ベトツキ防止性（ラテックスのベトツ
キ防止性）を評価した。その評価結果は、４．０であった。
【００９２】
［ベトツキ防止性］：
　固形分濃度を４８．５％に調整した共重合体ラテックス組成物を、Ｎｏ．１８ロッド（
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ＲＤＳ　ＷＥＢＳＴＥＲ社製）によりポリエチレンテレフタレートフィルム（型番「ルミ
ラー１００－Ｔ６０」、パナック社製）上に塗布し、１２０℃で３０秒間、乾燥し、皮膜
を形成させた。この皮膜と黒羅紗紙とを合わせて、グロスカレンダー（ＹＵＲＩＲＯＬＬ
　ＭＡＳＨＩＮＥ社製）により線圧１５ｋｇ／ｃｍ－１４ｒｐｍ、温度６５℃の条件下で
圧着させた。皮膜と黒羅紗紙とを引き剥がし、黒羅紗紙に転写した共重合体ラテックス組
成物の程度を目視により以下に示す５段階の評価を行った。転写の少ないものほど高得点
とした。評価値は測定回数６回の平均値で示した。
１点：ラテックスの転写が８０％以上
２点：ラテックスの転写が６０％以上８０％未満
３点：ラテックスの転写が４０％以上６０％未満
４点：ラテックスの転写が２０％以上４０％未満
５点：ラテックスの転写が２０％未満
【００９３】
［紙塗工用組成物の調製］
　カオリンクレー（ＨＵＢＥＲ社製）３０．０部、炭酸カルシウム７０．０部、分散剤と
してポリアクリル酸ソーダ０．０７部、水酸化ナトリウム０．１部、澱粉３．０部、及び
上述のようにして調製した共重合体ラテックス組成物（固形分）１０．０部に、水を適当
量添加して全固形分が６５％となるように調整し、ミキサー（島崎社製）を用いて均一に
混合して紙塗工用組成物を調製した。この紙塗工用組成物について以下に示す、カラー粘
度、及びカラー洗浄性について下記の方法で評価を行った。評価結果は、カラー粘度が２
１３０ｍＰａ・ｓであり、カラー洗浄性が４．０であった。なお、ｐＨが９．５であった
。
【００９４】
［カラー粘度］：
　カラー粘度は、調製した直後の上記紙塗工用組成物を、ＢＭ型粘度計（型番「ＤＶＭ－
ＢＩＩ」、ＴＯＫＩＭＥＣ，ＩＮＣ．社製）を用いて測定した。ローターは、＃４を使用
した。なお、カラー粘度は、その値が低いと、塗工液（紙塗工用組成物）の流動性が良く
、塗工操業性に優れた塗工液であることを示す。
【００９５】
［カラー洗浄性］：
　上記紙塗工用組成物を表面研磨処理した天然ゴム板上にＮｏ．３０ロッド（ＲＤＳ　Ｗ
ＥＢＳＴＥＲ社製）により塗布し、１５０℃で３０秒間、乾燥し、紙塗工用組成物を固着
させた。このゴム板を４０℃の温水に１分間浸漬し、４０℃の流水（流量１０Ｌ／ｍｉｎ
）で２０秒間すすぎ、室温にて１時間乾燥させた。ゴム板上に固着した紙塗工用組成物の
残存量の程度を目視し、残存量によって５段階の評価を行った。転写の少ないもの（残存
量の少ないもの）程、高得点とした。評価値は測定回数６回の平均値で示した。
１点：ラテックスの転写が８０％以上
２点：ラテックスの転写が６０％以上８０％未満
３点：ラテックスの転写が４０％以上６０％未満
４点：ラテックスの転写が２０％以上４０％未満
５点：ラテックスの転写が２０％未満
【００９６】
［塗工紙の製造］
　紙塗工用組成物を塗被原紙上に、塗工量が片面１５．０±０．５ｇ／ｍ２となるように
、電動式ブレードコーター（熊谷理機工業社製）で塗工し、その後、１５０℃の電気式熱
風乾燥機にて５秒間処理して乾燥した塗工原紙を得た。得られた塗工原紙を温度２３℃、
湿度６０％の恒温恒湿槽に１昼夜放置し、その後、線圧１２０ｋｇ／ｃｍ、ロール温度５
０℃の条件で、スーパーカレンダー処理（ＹＵＲＩＲＯＬＬ　ＭＡＳＨＩＮＥ社製）を２
回行い、塗工紙を製造した。この塗工紙について以下に示す、ドライピック強度、ウェッ
トピック強度、白紙光沢、及び印刷光沢について下記の方法で評価を行った。
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【００９７】
［ドライピック強度］：
　ＲＩ印刷機（明製作所社製）で印刷したときのピッキングの程度を目視で判定し、５段
階で評価した。評価基準は、ピッキング現象の少ないものほど高得点（５点）とした。具
体的には、ピッキングがない場合を５点、少しピッキングがある場合を４点、部分的にピ
ッキングがある場合を３点、全体的にピッキングがある場合を２点、全体的に激しくピッ
キングがある場合を１点とした。なお、数値は測定回数（６回）の平均値で示した。
【００９８】
［ウェットピック強度］：
　ＲＩ印刷機（明製作所社製）を用いて、上記塗工紙の表面を吸水ロールで湿らせた後、
ＲＩ印刷機で印刷したときのピッキングの程度を目視で判定し、５段階で評価した。評価
基準は、ピッキング現象の少ないものほど高得点（５点）とした。具体的には、ピッキン
グがない場合を５点、少しピッキングがある場合を４点、部分的にピッキングがある場合
を３点、全体的にピッキングがある場合を２点、全体的に激しくピッキングがある場合を
１点とした。なお、数値は測定回数（６回）の平均値で示した。
【００９９】
［白紙光沢］：
　村上式光沢計（村上色彩技術研究所社製）を使用して７５度の角度における上記塗工紙
の白紙光沢を測定した。なお、測定値が大きい程、白紙光沢が高いことを示す。
【０１００】
［印刷光沢］：
　ＲＩ印刷機（明製作所社製）を用いて、市販のオフセット印刷用墨インキ（商品名「Ｓ
ＭＸ　タック　グレード　１５」、東洋インキ製作所社製）を１度ベタ塗りした後、村上
式光沢計（村上色彩技術研究所社製）を使用して６０度の角度における上記塗工紙の印刷
光沢を測定した。測定値が大きい程、印刷光沢が高いことを示す。
【０１０１】
　本実施例の塗工紙は、ドライピック強度が３．０、ウェットピック強度が３．０、白紙
光沢が５８．４、印刷光沢が３７．０であった。
【０１０２】
（実施例２～１０、比較例１～６）
　表４、５に示す配合処方とすること以外は、前述の実施例１の場合と同様にして、共重
合体ラテックス組成物、紙塗工用組成物、及び塗工紙を得た。得られた共重合体ラテック
ス組成物、紙塗工用組成物、及び塗工紙の各評価結果を表４、５に示す。
【０１０３】
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【表４】

【０１０４】
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【表５】

【０１０５】
　表４、５に示すように、実施例１～１０の共重合体ラテックス組成物を用いれば、比較
例１～６の共重合体ラテックス組成物を用いた場合に比べて、塗工紙における印刷適性を
維持しつつ、紙塗工用組成物の塗工操業性のうち、特に、ラテックスのベトツキ防止性、
及びカラー洗浄性が良好であることが明らかである。
【０１０６】
　特に、実施例１～８の共重合体ラテックス組成物と比較例１～３の共重合体ラテックス
組成物を比べると、ベトツキ防止性、カラー洗浄性、白紙光沢、印刷光沢に優れることが
顕著にわかる。特に、実施例４～６、９の共重合体ラテックス組成物は、ベトツキ防止性
、カラー洗浄性が更に良好であることが確認できた。
【０１０７】
　実施例３及び９の紙塗工用組成物において、重合体（Ｂ）の重量平均分子量が小さいと
、本発明も効果が非常に小さくなることが確認できた。また、重合体（Ｂ）の重量平均分
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子量が大きいと、カラー粘度が高くなり好ましくないことが確認できた。
【０１０８】
　比較例４は、共重合体（Ａ）と重合体（Ｂ）の質量比が、本発明の範囲を超えているた
め、カラー粘度が高くなり、流動性、表面強度の低下が顕著である。
【０１０９】
　比較例５は、重合体水溶液を構成するための単量体成分の配合量が、本発明の範囲を超
えているため、カラー粘度が高くなり、流動性、表面強度の低下が顕著である。
【０１１０】
　比較例６は、重合体（Ｂ）の数平均粒子径が大きいため、表面強度が低く、比較例１～
３は、操業性／強度のバランスが改良されているとはいえない。
【産業上の利用可能性】
【０１１１】
　本発明の共重合体ラテックス組成物は、この共重合体ラテックス組成物を含有する紙塗
工用組成物により形成した塗工層を備えた塗工紙の印刷適性を維持しつつ、上記紙塗工用
組成物の塗工操業性のうち、特に、ラテックスのベトツキ防止性、及びカラー洗浄性が良
好であるため、塗工液（紙塗工用組成物）のバインダーとして好適に使用することができ
る。
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